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学
校
と
家
庭
と
地
域
を
つ
な
ぐ 

 
 

 
 

 
 

 

稚
内
中
央
小
学
校 

学
校
だ
よ
り  

二
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！ 

例
年
よ
り
一
週
間
長
い
夏
休
み
で
し
た
が
、

旅
行
や
キ
ャ
ン
プ
、
外
で
友
達
と
た
く
さ
ん
遊

ん
だ
り
、
お
家
で
家
族
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た

り
と
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
よ
う

で
し
た
。 

始
業
式
で
は
、「
二
学
期
も
が
ん
ば
る
ぞ
！
」

と
い
う
気
持
ち
が
態
度
に
表
れ
て
お
り
、
校
長

先
生
の
話
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
今
学

期
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

    

十
月
一
日
（
火
） 

視
力
検
査
（
六
年
） 

二
日
（
水
） 

後
期
活
動
委
員
会
② 

 
 

 
 

 
 

視
力
検
査
（
五
年
） 

三
日
（
木
） 

視
力
検
査
（
三
・
四
年
） 

四
日
（
金
） 

前
期
通
知
表
配
布 

 
 

 
 

 
 

 
 

視
力
検
査
（
一
・
二
年
） 

七
日
（
月
） 

全
校
朝
会
※
学
習
発
表
会
特
別
日
課 

八
日
（
火
） 

児
童
総
会 

中
学
生
職
場
体
験
（
九
日
ま
で
） 

九
日
（
水
） 

参
観
日
・
懇
談
（
一
・
二
年
） 

十
日
（
木
） 

参
観
日
・
懇
談
（
四
・
六
年
） 

 

 

十
一
日
（
金
） 

参
観
日 

懇
談
（
三
・
五
年
・
ぽ
ぷ
ら
） 

 

十
八
日
（
金
） 

漢
字
検
定
（
中
央
小
） 

 

十
九
日
（
土
） 

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
道
大
会
（
千
歳
市
） 

二
十
四
日
（
木
） 

学
習
発
表
会
総
練
習 

二
十
七
日
（
日
） 

学
習
発
表
会 

二
十
八
日
（
月
） 

振
替
休
業
日 

 

三
十
日
（
水
） 

後
期
活
動
委
員
会
③ 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｅ
Ｓ
Ｇ
※
（
六
年
） 

※
Ｅ
Ｓ
Ｇ
と
は
英
語
力
の
到
達
状
況
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
試
験
の
こ
と
で
す
。 

 

中央小は３あ運動 

あいさつ・あんぜん・ありがとう 

学
校
Ｈ
Ｐ 

   

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド 

仲
間
と
高
め
合
え
る
二
学
期
に 

夏
期
休
業
期
間
、
校
舎
改
築
の
た
め
職
員
室

の
引
っ
越
し
を
行
い
ま
し
た
。
職
員
室
は
二
階

か
ら
一
階
（
旧
視
聴
覚
教
室
）
に
移
動
、
そ
し
て

校
長
室
も
一
年
生
教
室
横
の
空
き
教
室
を
校
長

室
に
改
修
し
ま
し
た
。 

教
室
の
環
境
面
で
は
、
各
学
級
に
大
型
扇
風

機
が
設
置
さ
れ
、
児
童
が
快
適
に
学
習
に
臨
め

る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

五
年
生
が
、
慶
應
義
塾
大
学
の
医
療
看
護
科
と

医
学
部
の
学
生
四
名
に
よ
る
特
別
授
業
を
受
け

ま
し
た
。 

前
半
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
慶
應
義
塾
大
学
に

進
学
し
た
の
か
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
学

生
時
の
勉
強
時
間
は
、
毎
日
二
～
三
時
間
、
携
帯

電
話
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
学
生
が
多

く
、
幼
少
期
か
ら
努
力
し
て
き
た
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
物
事
に
失
敗
し
た
と
き
に
、
ど
う

自
分
と
向
き
合
う
か
、
心
の
あ
り
方
も
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

後
半
は
、
感
染
症
が 

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で 

広
が
る
か
水
溶
液
を
使 

っ
て
実
験
し
、
改
め
て 

手
洗
い
の
大
切
さ
を
知 

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

医
大
生
に
よ
る
特
別
授
業 

 

一
日
防
災
学
校
で
防
災
力
ア
ッ
プ
！ 

七
月
二
十
五
日
に
、
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
・
北
地
区
子
ど
も
育
成
連
合

会
の
企
画
の
も
と
、
北
地
区
一
日
防
災
学
校
を
開
き
ま
し
た
。
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
を

目
指
し
て
、
稚
内
幼
稚
園
、
オ
ア
シ
ス
保
育
園
、
中
央
小
学
校
、
稚
内
中
学
校
の
幼
児
・
児

童
・
生
徒
と
北
地
区
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
か
ら
は
総

勢
約
三
十
名
の
方
が
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
避
難
場
所
を
確
認
し
た
り
、
防
災

食
を
試
食
し
た
り
し
ま
し
た
。
防
災
食
に
関
し
て
は
、
北
地
区
子
ど
も
育
成
連
合
会
か
ら

資
金
援
助
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
学
習
の
幅
が
広
が
り
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
開
催
二
日
前
に
は
上
川
地
方
で
大
雨
と
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
排
水
ポ

ン
プ
車
と
照
明
車
が
現
地
へ
赴
く
た
め
、
予
定
し
て
い
た
学
習
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う

ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
「
い
つ
何
時
災
害
が
起
こ
る
わ
か
ら
な
い
」と
い
う
こ
と

も
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
北
地
区
は
、
災
害
の
中
で
も
特
に
土
砂
災
害
が
発
生

す
る
可
能
生
が
高
い
地
域
で
す
。
災
害
時
に
お
い
て
は
、
冷
静
な
判
断
力
を
持
つ
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
防
災
の
知
識
や
意
識
を
高
め
、
イ
メ
ー
ジ
化
を
図
れ
る
よ

う
今
後
も
北
地
区
全
体
で
防
災
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ドローンを飛ばし、ドローンから

の映像を見ました！ 

消
防
車
両
で
放
水
体
験
を
し
ま
し
た
。 

ホ
ー
ス
が
想
像
以
上
に
長
く
て
び
っ
く
り
！ 

左
の
写
真
は
地
域
の
方
と
自
宅
周
辺
の
避
難
経
路
を
確
認
し
て
い
る
様
子
で

す
。
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
や
松
茸
ご
飯
な
ど
七
種
類
の
災
害
食
も
試
食
し
、
予
想
以
上

に
お
い
し
か
っ
た
よ
う
で
何
度
も
お
か
わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。 

校
舎
改
築
に
向
け
て 

https://wakkanai-chuuou-e.edumap.jp/


 

 

     

     

     

  

 

     

     

     

     

     

     

    

   

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

一
学
期
末
に
実
施
し
た
学
校
評
価
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
七
十
二
名
、
四
十
六
％
）
の 

皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
回
答
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 ⑤学校は、子どもたちの

成長の節目となる行事

を工夫しながら実施して

いる。 
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① 学校（先生）は児 

童に学力をつけさせる

ために努力している。 

② 学校（先生）はいじ 

めなどがない学校づく

りに取り組んでいる。 

 

③ 学校（先生）は事故防

止に努め、子どもの安全

についての指導や取り組

みをしている。 

④ 学校（先生）はホームペ

ージやお便り等で学校の

様子を分かりやすく発信し

ている。 

１よくあてはまる ２あてはまる ３あまりあてはまらない ４あてはまらない

いじめのない学校を目指すために、「稚内中央小学校いじめ防止基本方針」（本校ホームページを参照）に則り、いじめの未然防止・早期発見・早

期解決の取組を進めていきます。学校からの情報発信・家庭との連携について、急を要する連絡はあんしんメールで配信し、スマートフォン等で

も見ていただけるようにする等、ご家庭のニーズに合わせて改善していきます。お気付きの際は教頭まで遠慮なくご連絡ください。 

⑬お子さんがより成長

するように工夫したり改

善したりしている。 

⑭ご家庭でお子さんの

悩みやトラブルについて

話し合うことがある。 

⑮学校から教育活動に

ついて協力を求められ

た場合は、協力しよう

と思う。 

⑥学校（先生）は、お子さ

んの相談やトラブルに適

切に対応している。 

 

⑦先生（学校）は、家庭と協

力関係ができている（連

絡・連携を図っている） 

⑧先生（学校）は、お子さん

の良いところをほめ、間違

った行動を指導している。 

１よくあてはまる ２あてはまる ３あまりあてはまらない ４あてはまらない

⑫お子さんについて不安に

感じたことや疑問などがあ

った場合は、教師や学校に

相談している。 

⑪ご家庭でお子さんと

安全について話したり、

ルール作りをしたりして

いる。 

⑩ご家庭で人間関係に

ついて話したり、考えた

りする機会を作ってい

る。 

⑨ご家庭でお子さん

の学力を伸ばす取り

組みをしている。 

▲運動会もアンケートに答えているが返答も特になく毎年流されている感じがします。なん

の為のアンケートかわからないので実施している意味もわからないです。 

→日頃、様々なアンケート等への回答のご協力ありがとうございます。学校からの明確な回

答がなされていないためのご指摘と受け止めております。各アンケートの結果・内容につい

ては、担当による分析、全職員への周知・共有をしております。多くのご家庭からお子さんを

お預かりしているという学校の性質上、回答いただいたご意見が即座に学校の運営に反映さ

れるものではありませんが、次回の活動への検討事項として捉え、教育活動の改善に生かし

ております。ご意見が必ず反映される訳ではありませんが、ご意見がなければなかなか変わ

りづらい部分もあります。これに懲りず、今後ともご意見をいただけるとありがたいです。 

▲担任の力の差が大きく、皆が良い先生になることを祈ります 

→おそらく、担任の指導に対する不安や疑問を感じられているのだと推察します。若

い教員も多いことからお子さんの様子を見ている中で様々感じられることが多いか

と思います。伝えない方がよいと思われる方も多いとは思いますが、ご不安に感じ

られた点、疑問などがありましたら、学校へすぐにお伝えください。担任でなくとも

伝えやすい職員で結構ですので、遠慮無くお伝えいただけるとありがたいです。 

△子どものみで校区外へ出かけても良いのでしょうか？ 

→本校のルールとしては、「子ども達だけで出かけられる範囲は校区内のみ」と設定しており

ますので、今一度ご確認ください。 

 

１よくあてはまる ２あてはまる ３あまりあてはまらない ４あてはまらない

⑱PTA 活動について、可

能であれば参加したり協

力したりしようと思う。 

⑰ご家庭で「中央小メディア・

スマホ対策～３つの約束」を

意識しながら過ごしている。 

⑯ご家庭でお子さんを

たくさんほめ、必要であ

れば叱っている。 

今
年
度
か
ら
家
庭
内
で
の
様
子
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
追
加
し
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
の
頑
張
り
や
困
り
感
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
日
々
つ
な

が
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
学
校
と
し
て
も
非
常
に
心
強
い
で
す
。
就
寝
時
刻
が
遅
い
こ
と
や
メ
デ
ィ
ア
に

触
れ
あ
う
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
学
校
か
ら
の
児
童
へ
の
指
導
・情
報
発
信
は
も
ち
ろ
ん
、
各
ご
家
庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
を
考
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
協
力
」
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
参
加
意
識
が
薄
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

「子
ど
も
達
の
成
長
の
た
め
」を
柱
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
行
事
な
ど
へ
の
積
極
的
な
参
加
・協
力
の
姿
勢
を
学
校
が
見
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
職
員
に
つ
い
て
は
、
働
き
方
改
革
の
動
き
に
逆
行
し
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

現在 PTA活動は、学級 PTAを中心とした活動になっておりますが、学級役員のみなさんを始め、保護者主導で運営されることに、中央小 PTAの素晴らしさ

を感じております。改めて、保護者の皆様の御協力に感謝申し上げます。 

https://wakkanai-chuuou-e.edumap.jp/

